
　

10
月
下
旬
、
長
く
続
い
た
雨
期
が

終
わ
り
に
近
づ
き
、
暑
さ
も
少
し
和

ら
ぎ
始
め
た
ハ
ノ
イ
。
ふ
と
顔
を
上

げ
る
と
、
車
や
バ
イ
ク
が
ク
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
目
の
前
を

通
り
過
ぎ
て
行
く
。日
本
と
は
違
う
、

あ
る
種
独
特
の
都
市
の
喧
騒
―
―
近

年
、
成
長
著
し
い
こ
の
国
の
活
気
を

象
徴
す
る
か
の
よ
う
だ
。
そ
う
、
ベ

ト
ナ
ム
は
今
、
発
展
の
真
っ
た
だ
中

に
あ
る
。

　

1
9
8
6
年
の
ド
イ
モ
イ
政
策
を

契
機
に
、
市
場
経
済
に
移
行
し
た
ベ

ト
ナ
ム
。
90
年
代
に
は
、
日
本
を
は

じ
め
多
く
の
先
進
諸
国
が
、
新
た
な

投
資
先
と
し
て
注
目
し
始
め
た
。
ア

ジ
ア
経
済
危
機
に
よ
り
そ
の
勢
い
は

一
時
停
滞
し
た
が
、
今
も
な
お
、
順

調
な
経
済
発
展
を
続
け
て
い
る
。

　

し
か
し
こ
の
急
速
な
発
展
に
伴

い
、
ハ
ノ
イ
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
な
ど
都

市
部
を
中
心
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

が
大
幅
に
増
加
。
90
年
か
ら
2
0
0

5
年
の
間
で
、
そ
の
数
値
は
5
倍
に

も
及
ん
だ
。
通
常
、
電
力
の
使
用
は

夕
方
時
に
ピ
ー
ク
に
達
す
る
こ
と
が

多
い
が
、
到
底
、
供
給
が
追
い
付
か

な
い
。
海
外
の
企
業
か
ら
は
生
産
ラ

イ
ン
へ
の
影
響
に
対
す
る
懸
念
も
あ

り
、「
電
気
代
を
上
げ
て
で
も
、
早

急
に
改
善
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

も
出
る
ほ
ど
。
電
力
不
足
を
補
う
た

め
に
は
、
計
画
的
な
停
電
や
発
電
施

設
の
増
設
な
ど
を
実
施
し
て
対
処
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。　

　

と
は
い
え
、
電
気
代
が
１
キ
ロ
ワ

ッ
ト
当
た
り
約
5
円
（
日
本
で
は
約

20
円
）
と
比
較
的
安
価
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
民
の
間
に
は
〝
省
エ
ネ
〞

と
い
う
認
識
は
あ
ま
り
浸
透
し
て
い

な
い
。
電
力
不
足
へ
の
対
応
は
も
は

や
部
分
的
な
対
処
療
法
で
な
く
、
国

家
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
の
一
つ
に

な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
03
年
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は

省
エ
ネ
政
策
の
第
一
歩
と
し
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
化
と
省
エ
ネ
を
促
進

す
る
法
令
を
制
定
。
ま
ず
は
年
間
の

電
力
消
費
量
が
3
0
0
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
以
上
の
工
場
に
対
し
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
報
告
書
の
提
出
を
義
務
付

け
た
。
さ
ら
に
06
年
に
は
「
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
国
家
目
標
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

打
ち
出
し
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

2
0
1
0
年
ま
で
に
3
〜
5
％
、

2
0
1
5
年
ま
で
に
5
〜
8
％
削
減

す
る
こ
と
を
具
体
的
な
数
値
目
標
と

し
て
設
定
。
こ
れ
に
伴
い
、
ベ
ト
ナ

ム
商
工
省
の
科
学
技
術
局
に
「
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
室
」
が
設
置
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
政
府
レ
ベ
ル
で
省
エ
ネ

促
進
の
動
き
が
高
ま
る
一
方
、
実
施

に
至
る
ま
で
に
必
要
な
人
材
、
ノ
ウ

ハ
ウ
が
整
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ベ
ト
ナ
ム
政
府
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
08
年
に
「
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
促
進
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
調
査
」
を

開
始
。
国
家
目
標
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
達

成
す
る
た
め
に
有
効
な
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
に
取
り
掛

か
っ
た
。

　
「
最
初
は
〝
省
エ

ネ
っ
て
何
？
〞
と
い

う
意
見
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
」
と
言
う
の

は
、
調
査
団
長
を
務

め
た
電
源
開
発
株
式

会
社
の
吉
田
公
夫
さ

ん
。「
そ
こ
で
ま
ず

は
、
省
エ
ネ
が
今
な

ぜ
必
要
な
の
か
、
そ

し
て
、
省
エ
ネ
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
っ

て
ど
ん
な
利
益
が
あ

る
の
か
を
、
説
明
す

る
こ
と
か
ら
始
め
た

の
で
す
」。
吉
田
さ

ん
率
い
る
調
査
団

は
、
ハ
ノ
イ
、ホ
ー
チ

ミ
ン
、
ダ
ナ
ン
の
3

都
市
で
、ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
計
6
回
に
わ

た
り
実
施
。
科
学
技

術
局
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ン
タ
ー
、
大
学

機
関
、
消
費
者
代
表
な
ど
、
現
地
で

省
エ
ネ
に
携
わ
る
人
々
が
一
堂
に
会

す
る
場
を
設
け
た
。
ま
た
工
場
・
ビ

ル
診
断
を
通
じ
て
、
現
地
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
の
協
業
や
技
術
指
導
を

行
っ
た
。

　

さ
ら
に
今
年
8
月
に
は
、
政
府
系
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衛生陶器工場で廃
熱回収の可能性を
診断する、調査団の
福島演雄（中央）さ
んと石川亘さん（右）
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ダナンで行われたワークショップでは、ＪＩＣＡからの提案、円借款による低利融資などについての発表が行われた
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機
関
の
省
エ
ネ
関
係
者
10
人
が
来

日
。
省
エ
ネ
に
関
す
る
講
義
を
受
け

た
ほ
か
、
磯
子
火
力
発
電
所
（
神
奈

川
県
横
浜
市
）
の
視
察
な
ど
を
通
じ

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
〝
使
う
側
〞
だ

け
で
な
く
、〝
供
給
す
る
側
〞
の
省

エ
ネ
技
術
に
も
刺
激
を
受
け
て
い
た

と
い
う
。「
各
機
関
の
代
表
者
が
問

題
意
識
を
共
有
す
る
い
い
機
会
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
」
と
吉
田
さ
ん
は
振

り
返
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
年
9
月
の
最
終
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、
約
1
年

半
の
調
査
を
経
て
明
ら
か
に
な
っ
た

情
報
や
協
議
内
容
を
踏
ま
え
、
今
後

ベ
ト
ナ
ム
が
、
自
立
的
に
省
エ
ネ
を

実
践
し
て
い
く
た
め
に
優
先
す
べ
き

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
提
案
し
た
。

　

ま
ず
一
つ
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
士
制
度
」
の
導
入
だ
。
日
本
で
は

規
定
量
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用

す
る
工
場
や
事
業
所
に
関
し
て
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
者
」
を
置
く
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム

で
も
こ
れ
を
最
優
先
課
題
と
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
者
を
配
置
す
る
法
令

の
施
行
を
検
討
中
だ
。「
法
令
を
待

た
ず
と
も
、
ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ
が
省

エ
ネ
意
識
を
持
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
の
一
連
の
サ
イ
ク
ル
（
体
制
整
備

↓
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
↓
目
標
設
定

↓
計
画
↓
実
施
↓
効
果
計
測
↓
評
価

↓
レ
ビ
ュ
ー
・
改
善
）
を
実
践
す
る

こ
と
に
よ
る
効
果
も
大
き
い
は
ず
で

す
」
と
吉
田
さ
ん
は
話
す
。

　

次
に
、
省
エ
ネ
効
率
の
高
い
製
品

に
星
を
付
け
て
評
価
す
る
、
日
本
で

も
お
な
じ
み
の「
ラ
ベ
リ
ン
グ
制
度
」

の
構
築
。
す
で
に
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、

蛍
光
灯
な
ど
3
品
目
に
お
い
て
任
意

制
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度

を
エ
ア
コ
ン
や
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な

ど
、
今
ま
さ
に
一
般
家
庭
へ
の
普
及

が
進
み
つ
つ
あ
る
主
要
家
電
に
適
用

す
れ
ば
、
消
費
者
へ
の
情
報
発
信
、

製
造
業
者
や
小
売
店
な
ど
へ
の
啓
発

効
果
も
期
待
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
ベ
ト
ナ
ム
で
省
エ
ネ
促

進
を
阻
害
す
る
大
き
な
要
因
の
一

つ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
に
関
す
る
数

量
的
な
デ
ー
タ
管
理
も
早
急
に
必
要

だ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

統
計
局
と
協
議
が
重
ね
ら
れ
て
お

り
、
最
初
は
紙
ベ
ー
ス
ま
た
は
ウ
ェ

ブ
ベ
ー
ス
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の

デ
ー
タ
を
提
出
す
る
こ
と
を
義
務
付

け
、
将
来
的
に
は
省
エ
ネ
デ
ー
タ
管

理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
ウ
ェ
ブ
で

一
本
化
し
て
い
く
。「
こ
の
3
つ
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
実
践
す
る
こ
と

で
、
2
0
1
5
年
ま
で
に
最
低
で
も

5
〜
10
％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
削
減
で

き
る
」
と
吉
田
さ
ん
は
期
待
す
る
。

　

ま
た
現
在
、
日
本
の
経
済
産
業
省

か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
専
門
家
の
支

援
を
受
け
な
が
ら
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

法
の
策
定
作
業
が
最
終
段
階
に
入
っ

て
い
る
。
日
本
の
省
エ
ネ
法
を
念
頭

に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
の
法
案
は
、

3
年
以
上
か
け
て
改
訂
が
進
め
ら

れ
、
来
年
7
月
に
は
施
行
予
定
だ
。

　

さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、現
場
レ
ベ
ル

の
省
エ
ネ
を
後
押
し
す
べ
く
、
今
年

11
月
か
ら
円
借
款
に
よ
り
省
エ
ネ
機

材
の
普
及
促
進
を
目
的
と
し
た
「
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
促
進
事
業
」
を
開
始
。
産
業
分
野

で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
省
エ
ネ
機
材

を
導
入
す
る
た
め
の
資
金
協
力
を
行

っ
て
い
る
。
昨
年
7
月
に
は
同
事
業

の
実
施
に
先
駆
け
て
、（
社
）日
本
プ

ラ
ン
ト
協
会
と（
財
）日
本
経
済
研
究

所
と
の
協
働
で
事
前
調
査
が
行
わ
れ

た
。

　

調
査
団
員
の
佐
藤
尚
志
さ
ん
は

「
工
場
で
は
、
蒸
気
や
空
気
が
輸
送

や
生
産
工
程
で
漏
れ
て
い
た
り
、
ま

だ
ま
だ
無
駄
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。
で
も
裏
を
返
せ
ば
、
そ
れ
だ

け
省
エ
ネ
が
進
む
余
地
が
あ
る
と
い

う
こ
と
。
工
場
内
で
も
〝
節
約
〞
の

張
り
紙
が
し
て
あ
っ
た
り
、
意
識
は

高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

今
回
の
円
借
款
で
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
多

消
費
産
業
（
鉄
鋼
、
セ
メ
ン
ト
、
食

品
加
工
、
繊
維
）
を
優
先
的
に
、
ハ

ー
ド
面
の
充
実
化
を
図
る
べ
く
、
省

エ
ネ
効
果
が
実
証
さ
れ
て
い
る
機
材

（
製
造
過
程
で
発
生
す
る
廃
熱
や
蒸

気
、
バ
イ
オ
ガ
ス
を
活
用
し
て
新
た

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
す
る
シ
ス
テ

ム
な
ど
）を
供
与
し
て
い
く
計
画
だ
。

　

工
場
へ
の
融
資
を
担
当
す
る
ベ
ト

ナ
ム
銀
行
海
外
投
資
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

部
の
グ
エ
ン
・
ホ
ア
ン
・
チ
ュ
ン
さ
ん

は
、「
省
エ
ネ
は
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ

て
、
ま
っ
た
く
の
新
し
い
分
野
。
大

き
な
挑
戦
で
す
。
そ
れ
で
も
今
省
エ

ネ
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
ベ
ト
ナ
ム

は
大
き
く
変
化
す
る
は
ず
。
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
見
せ
る
。
ま
た
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
ユ
イ
ン
・

キ
ム
・
ト
ク
所
長
も
、「
省
エ
ネ
を

普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
法
制
度
の

整
備
、
意
識
の
向
上
、
資
金
の
確
保

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
総
合
的
な
支
援

に
よ
り
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き

た
。
ベ
ト
ナ
ム
が
さ
ら
に
経
済
発
展

を
遂
げ
て
い
け
る
よ
う
、
効
率
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
を
推
進
し
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。

　

さ
ら
に
現
在
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
続
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
で

「
気
候
変
動
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
ロ
ー

ン
」
の
形
成
を
検
討
中
。
気
候
変
動

対
策
に
対
す
る
政
策
支
援
の
一
環
と

し
て
、省
エ
ネ
分
野
で
の
さ
ら
な
る

ア
ク
シ
ョ
ン
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

今
ま
さ
に
〝
省
エ
ネ
〞
と
い
う
、

新
た
な
挑
戦
に
向
か
っ
て
走
り
出
し

た
ベ
ト
ナ
ム
。
さ
ら
な
る
経
済
成
長

と
省
エ
ネ
と
の
両
立
を
目
指
し
、
こ

れ
か
ら
〝
オ
ー
ル
ベ
ト
ナ
ム
＆
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
〞で
突
き
進
ん
で
い
く
。

省
エ
ネ
促
進
の
た
め
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
く

円
借
款
を
活
用
し

省
エ
ネ
機
材
を
導
入
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日本の研修では、電源開発の社員による講義やグループワーク、高効率の磯子火力発電所の視察を経
験。日本の省エネの現場の声に熱心に耳を傾けていた

セメント生成過程で放出される蒸気を発電に活用すれば、
工場全体の電力消費量の30％が賄える

製鉄所など工場での調査を通じて、省エネの必要性が再確認された




